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　　太陽の動きと季節の変化
⑴ 太陽の１日の動きと季節　季節によって太陽の日周
運動の経路が変化するため、太陽の南中高度、日の出・
日の入りの位置などが変化する。
⑵ 太陽の南中高度の変化　夏

げ

至
し

の日にもっとも高くな
り、冬至の日にもっとも低くなる。春分・秋分の日に
はその中間になる。

⑶ 日の出・日の入りの位置の変化

①春分・秋分の日　真東から出て、真西に沈
しず

む。
②夏至の日　真東より北寄りから出て、真西より北寄
りに沈む。

③冬至の日　真東より南寄りから出て、真西より南寄
りに沈む。

⑷ 昼と夜の長さの変化

①春分・秋分の日　昼と夜の長さはほぼ同じ。
②夏至の日　もっとも昼が長く、夜が短い。
③冬至の日　もっとも昼が短く、夜が長い。

⑸ 地表が太陽から受ける光の量の変化　夏は太陽の南中高度が高く、昼の長さが長いので、
地表が太陽から受ける光の量が多くなり、気温が高くなる。

1 ▼１　太陽の日周運動の変化（北
ほく

緯
い

36°）

▼２　太陽の南中高度と気温の変化（北緯36°）

▼３　昼と夜の長さの変化（北緯36°）

▼５　太陽の光の当たる角度による温度上
じょう

昇
しょう

のちがいを調べる

▼４　棒のかげの動きで太陽の動きを調べる
　調べ方

太陽光線

南中高度
棒のかげの先端の
位置を記録する。 南

西

東
かげ

北

　棒のかげの動き

冬至の日 北

春分・秋分の日
（直線になる）

西
夏至の日

南

棒
東

日の入りの時刻

昼の長さ
（夏至の日）

昼の長さ
（冬至の日）

日の出の時刻

昼

春分 秋分
夏至

春分 秋分夏至

冬至

冬至

夜

夜

かげは西
から東へ
動く。

地面に垂直
に立てた棒

時
刻〔
時
〕
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4

0
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せんたん

太陽が南中したとき、
棒のかげは真北に
でき、もっとも短い。

　太陽光線の傾きと光の量のちがい
かたむ

受光面

温度計
黒くぬった
試験管

つまようじ

つまようじ
のかげ

発泡
ポリスチレン

はっぽう

地面に水平に置く。

くみ置きの水
を入れる。

光の当たる角度が
90°に近いほど、温
度上昇が大きい。

太陽の光が垂直に
当たるように（つま
ようじのかげがで
きないように）置く。

地表の一定面積
あたりが受ける光
の量は、太陽の高
度が高いほど多い。

13 季節の変化と地軸の傾き ３章

地球と宇宙

春分・秋分の日の太陽の日周運動の経
路は、天球の直径を通る円になるから、
このときの経路がもっとも長くなる。

映像
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　　地
ち

軸
じく

の傾
かたむ

き
⑴ 地軸の傾き　地球の地軸は、公転面に垂直な方向に対して約23.4°傾いている。
○公転面　地球が公転する軌

き

道
どう

を含
ふく

む平面。太陽もこの平面上にある。
⑵ 季節の変化　地球が地軸を傾けたまま太陽のまわりを公転しているため、地球の公転軌道
上の位置により、太陽の南中高度や昼の長さが周期的に変化し、季節の変化が生じる。もし、
地軸が傾いていなければ、太陽の南中高度や昼の長さは変化せず、季節の変化は生じない。

⑶ 太陽の日周運動と緯度　観測地の緯度によって、太陽の日周運動は大きく異なる。
①北極付近　夏至のころは１日
中太陽が沈まず、冬至のころ
は１日中太陽が昇

のぼ

らない。
②南極付近　夏至のころは１日
中太陽が昇らず、冬至のころ
は１日中太陽が沈まない。

③赤道付近　１年中昼と夜の長
さが同じになる。

2

▼６　地軸の傾きと季節の変化

自転の向き

　太陽の南中高度・昼の長さ（北緯36°）

北極
地軸

南極
公転面公転の向き

太陽
の光

赤道

太陽

北極

66.6°

77.4°

23.4°

太陽の光

地平面

北極圏（北緯66.6°以北）
…1日中太陽の光が当たる。

北極圏…1日中太陽の光
が当たらない。

…1日中太陽の光が当たらない。

公転面

南極 地軸
南極圏（南緯66.6°以南）

北極側が太
陽の方向に
傾き、北半
球では太陽
の南中高度
が高くなる。

北極側が太
陽と反対方
向に傾き、
北半球では
太陽の南中
高度が低く
なる。

南極圏…1日中太陽の
光が当たる。

太陽の光
30.6°

36°

23.4°

66.6°

公
転
面

南極

地平面

南極 地軸
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太陽の光
54°
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南中高度
夏至と冬至の
中間になる。
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高い 低い

短い

昼の長さ
昼と夜の長さ
はほぼ同じ。

春分・秋分

冬至
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南中高度

地軸

夏至
北極

赤道

赤道

地軸に対して垂直な
方向から見ている。（ （

太陽の光の当たり方

夏至
春分 冬至

秋分

▼８　北極・赤道付近での太陽の動き

▼７　太陽の南中高度の求め方
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①
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　　太陽の動きと季節の変化　□⑴　図で、春
分、夏

げ

至
し

、秋分、冬至の日の太陽の動きを
表しているのは、それぞれＡ〜Ｃのどれか。

春分（　　　　）
夏至（　　　　）
秋分（　　　　）
冬至（　　　　）

□⑵　図で、太陽の南中高度がもっとも高いのは、Ａ～Ｃのどのときか。 （ ）
□⑶　次の文の空

くう

欄
らん

にあてはまることばは何か。
　　　太陽は、夏至の日は、真東より（ ）寄りから出て、真西より（ ）
寄りに沈

しず

む。冬至の日は真東より（ ）寄りから出て、真西より（ ）
寄りに沈む。春分・秋分の日は、（ ）から出て、（ ）に沈む。
⑷ 次の①～④にあてはまるのは、春分、夏至、冬至の日のどれか。
□①　昼と夜の長さがほぼ同じ。 （ ）
□②　昼の長さがもっとも短い。 （ ）
□③　日の出の時刻がもっとも早い。 （ ）
□④　日の入りの時刻がもっとも早い。 （ ）
□⑸　次の文の空欄にあてはまることばは何か。
　　太陽の南中高度が高いほど、地表が太陽から受ける光の量は（ ）なり、気温は
　（ ）なる。

　　地
ち

軸
じく

の傾
かたむ

き　□⑴　地球が公転する軌
き

道
どう

を含
ふく

む平面を何というか。� （ ）
□⑵　季節の変化が生じる理由について述べた次の文の空欄にあてはまることばは何か。
　　　季節の変化が生じるのは、地球が（ ）を傾

かたむ

けたまま公転しているため、季
節によって、太陽の南中高度や昼の長さ、地表が受ける（ ）の量が周期的
に変化するためである。

□⑶　地球と太陽の光が図のような位置関係にあるとき、この日は
春分、夏至、秋分、冬至のうちのいつか。

（ ）
□⑷　図のＸで表される角度は何度か。 （ ）
□⑸　図のＹは、ａ地点における何の角度を表しているか。

（ ）
⑹ 次のようなことが起こるのは、北極付近、南極付近、赤道付近のどこか。
□①　夏至のころ、１日中太陽が沈まない。 （ ）
□②　冬至のころ、１日中太陽が昇

のぼ

らない。� （ ）
□③　１年中昼と夜の長さが同じになる。 （ ）
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東
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Y a太
陽
の
光

基本問題
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　　太陽の１日の動きと季節　厚紙に透
とう

明
めい

半球と同じ直
径の円をかき、その円に合わせて透明半球を固定した。
次に、８時から16時まで１時間おきに、サインペンの
先のかげが円の中心Ｏにくるようにして透明半球上に
印をつけた。図１は、その印を滑

なめ

らかな曲線で結んで
両方に延長したものであり、Ａ〜Ｄは東西南北のいず
れかの方位を示している。次の問いに答えなさい。
⑴ １か月後に同じ観察を行うと、図２のように12時
の太陽の位置がＰの位置に変化した。このときの太
陽の動きを、図２に滑らかな曲線でかきなさい。

⑵ 観察を行った日は、春分、夏至、冬至の日のうちのいつか。
⑶ 日の出の位置がもっともＣ寄りになるのは、観察を行った日か
ら約何か月後と考えられるか。

⑷ 図３は、観察を行った地点で、
太陽の南中高度を別の日から１
年間継

けい

続
ぞく

して調べた結果を表し
たものである。観察を行った日
はａ〜ｄのどれにあたるか。記
号で答えなさい。

　　太陽の１年の動き　図は、日本のある場所にお
ける日の出の時刻の変化を表しており、Ａ〜Ｄは
春分、夏至、秋分、冬至のいずれかの日を示して
いる。次の問いに答えなさい。
⑴ 昼の長さがもっとも長いのは、Ａ〜Ｄのどの
日か。記号で答えなさい。
⑵ 太陽の南中高度がもっとも低いのは、Ａ〜Ｄのどの日か。記号
で答えなさい。
⑶ ある日の日の出の時刻は午前５時59分、日の入りの時刻は午後
６時６分だった。この日、昼の長さは何時間何分か。
⑷ 太陽の動きについて述べた次の文の（　　）の①、②のア、イか
ら適切なものをそれぞれ選び、記号で答えなさい。

　　10月から12月にかけては、日の入りの位置は①（ア　南　　
イ 北）寄りの方位に移動し、太陽の南中高度は②（ア　高く
イ 低く）なる。

1

2

1 の答え

⑴ 図２にかく。

⑵

⑶

⑷

2 の答え

⑴

⑵

⑶

⑷①

②

図３ 90°

60°

a

b

c

d

30°

0°

南
中
高
度

月日の経過

時
刻〔
時
〕

12
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8
6
4
2
0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12〔月〕

A C
B

D

練習問題

A C

B

D

O
厚紙

透明半球図１

A C

B

D
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O

図２
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3 太陽の動きと棒のかげの動き　日本のある場所で、冬
至の日に、図１のような装置を水平な地面に置き、棒の
かげの先

せんたん

端の位置を午前10時から午後２時まで、30分お
きに記録した。図２は、棒のかげの先端の位置を滑

なめ

らか
に結んだ線を表している。次の問いに答えなさい。
⑴ 図３は、この日の午前10時30分の棒のかげのようす
である。このときの太陽の高度を表している角はどれ
か。次のア〜エから選び、記号で答えなさい。
ア ∠ＯＡＢ イ ∠ＯＢＡ
ウ ∠ＡＯＢ エ 180°−∠ＯＡＢ

⑵ この日、太陽が南中した時刻はいつごろか。次のア

〜エから選び、記号で答えなさい。
ア 午前11時20分 イ 午前11時40分
ウ 午後０時 エ 午後０時20分

⑶ 太陽が南中したとき、棒のかげの長さは１日のうちでどのよう
になっているか。簡単に答えなさい。

⑷ 春分の日と夏
げ

至
し

の日に、同じ場所で同じ時刻に、同様の観察を
行うと、棒のかげの先端の位置を滑らかに結んだ線はどのように
なるか。次のア〜エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

⑸ 季節によって、棒のかげの動くようすが異なるのはなぜか。次
のア〜エから選び、記号で答えなさい。
ア 地球が地

ち

軸
じく

を中心に１日に１回自転しているから。
イ 地球が地軸を傾

かたむ

けたまま公転しているから。
ウ 地球の自転の向きと公転の向きが同じだから。
エ 太陽が自ら回転しているから。

4 地球の公転と季節の変化

　図１は春分、夏至、秋分、
冬至の地球の位置を表した
もので、図２は太陽の光に
対する、あるときの地軸の
傾きを表したものである。
次の問いに答えなさい。

3 の答え

⑴

⑵

⑶

⑷春分

夏至

⑸

図１

厚紙

南

南

北

北

東

東

西

西

南 北

東

西

O

O

O

A
B

太陽の光の向き

午前10時30分の棒のかげ

午前10時

午前11時

午後0時
午後1時

午後2時

厚紙に垂直に立てた棒

図２

図３

厚紙

ア イ ウ エ
西

東

南 O 北

西

東

南 北

西

東

南 北O O O

西

東

南 北

図１

B

A

C

D

公転の向き

太陽

地球

北極

赤道

地軸

図２
地軸北極

赤道

P
Q

太
陽
の
光
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⑴ 北半球で、昼の長さがもっとも短いのは、地球が図１のＡ〜Ｄのどの位置にあるときか。
記号で答えなさい。

⑵ 次の文の（　　）の①にあてはまる方位と、②にあてはまることばをそれぞれ答えなさい。
　地球が図１のＡからＢの位置まで動く間に、北半球にある日本
の日の出の位置はしだいに（ ① ）寄りへと移動し、日の出の時刻
はしだいに（ ② ）なる。
⑶ 地球が図１のＡの位置にあるときは、春分、夏至、秋分、冬至
の日のいつか。

⑷ 春分・秋分、夏至、冬至のころでは、日の出、日の入りの位置
は異なっている。１年を通して日の出、日の入りの位置が変化す
るのはなぜか。簡単に答えなさい。

⑸ 図２の点Ｐで日の出を観測できるのは、自転により点Ｐがおよ
そどの位置にきたときか。定規を使って位置を求め、図２に×印
で示しなさい。ただし、作図に用いた線は残しておくこと。

⑹ 図２の点Ｑにおける太陽の南中高度を、定規を使って図２に表
しなさい。ただし、南中高度がどの角かわかるように示すこと。

4 の答え

⑴

⑵①

②

⑶

⑷

⑸ 図２にかく。

⑹ 図２にかく。

問　図１で、線Ｘは秋分の日、線Ｙはその３か月後の太陽の
通り道である。地球の地軸の傾きが０°になったとすると、
線Ｙを記録した日の太陽の通り道は、透

とうめい

明半球上にどのよ
うに記録されるか。図２に実線でかき入れなさい。

1 もし地軸が傾いていなかったら

 地軸が傾いていないとすると、太陽の通
り道は１年中、春分・秋分の日と同じに
なる。

太陽の動きは春分・秋分の日（線Ｘ）と
同じになる。よって、右図のようになる。
解

図１

図２

透明半球を真横から見たようす

南 北

天頂 透明半球

線X線Y

南 北
線X線Y

は、図１の線X、Yである。

南 北
線X線Y

⑴ 地軸が地球の公転面に対して常に垂直であ
ると仮定すると、太陽の南中高度の変化はど
うなるか。図３にかき入れなさい。

⑵ 地球の地軸が公転面に対して常に垂直であ
ると仮定すると、日本での昼の長さは、夏と
冬ではどうなるか。簡単に答えなさい。

（ ）

図３

太
陽
の
南
中
高
度

ある地点の太陽の南中高度の変化

90°
75°
60°
45°
30°
15°
0°
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12〔月〕

夏至の日 秋分の日

冬至の日
春分の日

STEP演習

 計算・作図の演習③P.151

映像
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３章　地球と宇宙

地学 132

問　⑴　図１で、太陽の光が地面に垂直に当たる
ことがあるのは、地球上のどの地点か。Ａ〜Ｄ
から選び、記号で答えなさい。
⑵ 図１で、昼夜の長さが１年中ほぼ同じになる
のは、地球上のどの地点か。Ａ〜Ｄから選び、
記号で答えなさい。

2 地球の公転と緯
い

度
ど

⑴ 太陽の光が地面に垂直に当たるのは、太陽が天頂
を通るとき、つまり太陽の南中高度が 90°になるときである。
よって、春分・秋分の日の赤道上にあるＡの地点である。

⑵ 昼夜の長さが１年中ほぼ同じになるのは、赤道上の地
点であるので、Ａの地点である。

解

図１ 太陽のまわりを公転する地球

A

C

D
（南緯33°）

太陽

北極

　（北緯33°）

赤道 地軸

B

ち じく

�太陽の南中高度が90°になる地点
・春分・秋分の日の赤道上
・夏

げ

至
し

の日の北緯23.4°
・冬至の日の南緯23.4°
 赤道上では、１年中、昼夜の長さが同じ。

⑴ 図２で、太陽の南中高度が90°になる地点と、
昼夜の長さがほぼ同じ地点はどこか。Ａ〜Ｄか
らそれぞれ選び、記号で答えなさい。
太陽の南中高度が90°になる地点（　　　　）

昼夜の長さがほぼ同じ地点（　　　　）
⑵ 図３で、この観察をした場所よ
り緯度の低い北半球の場所と、赤
道上の場所では、春分の日の太陽
の道筋はどうなるか。図３に、そ
れぞれの太陽の道筋を� �と
でかきなさい。

図２ 冬至の日の地球と太陽の光の当たり方

A
B
C

D

地軸

北緯23.4°

南緯23.4°
赤道

太
陽
の
光

図３

透明半球
とうめい

南 北

東

西

天頂

　北半球のある場所での春分、
夏至、冬至の太陽の道筋  太陽の南中高度が

90°になる地点を
基準とし、その地
点から南北にはな
れるほど、南中高
度は低くなる。

⑴ 春分の日、北緯36°の地点での太陽の南中高度は何度か。 （ ）
⑵ 冬至の日、北緯35°の地点での太陽の南中高度は何度か。 （ ）
⑶ 北半球の地点Ｐでの夏至の日の太陽の南中高度は73.4°であった。地点Ｐの緯度は北緯
何度か。� （ ）

問　図の日、赤道上での
太陽の南中高度は90°で
あった。この日、北緯
37°の地点での太陽の南
中高度は何度か。

3 太陽の南中高度と緯度

�太陽の南中高度を求める公式（北半球）
　春分・秋分の日＝90°－緯度
　夏至の日＝90°－（緯度－23.4°）
　冬至の日＝90°－（緯度＋23.4°）

北緯37°の地点での太陽の南中高度をxとすると、右図のようになる。
x＋37°＝90°なので、x＝90°−37°＝53°　このように、秋分の日の太陽の
南中高度は、90°−緯度�で求められる。また、夏至の日、冬至の日の太陽
の南中高度も右上の公式を用いて求められる。

解

地軸

37°

秋分の日の地球と太陽の光

太
陽
の
光

37°地軸

37°

太
陽
の
光

x
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13　季節の変化と地軸の傾き

地学 133

　　図１は、地球と太陽の位置関係を模式的に表
したものであり、Ａ〜Ｄは、春分、夏至、秋分、
冬至のいずれかの地球の位置を示している。ま
た、図２は、地球が図１のＤの位置にある日の
四国のある地点Ｏにおける太陽の通り道を天球
上に模式的に表したものであり、ａ〜ｄは、地
点Ｏから見た、東、西、南、北のいずれかの方
位を示している。次の問いに答えなさい。� （愛媛・改）
⑴ 図２のａ〜ｄのうち、地点Ｏから見た西として適当
なものを選び、記号で答えなさい。
⑵ 下線部の日から１か月後の地点Ｏにおける太陽の通
り道を示しているものを、次のア〜エから選び、記号
で答えなさい。

⑶ 南極や北極のような緯度が高い地域では、太陽が１日中沈
しず

むこ
となく地平線の近くを移動する、白夜という現象が起こる。北極
点（北緯90°）で白夜が見られるのは、地球が、図１のどの区間にあ
るときか。北極点で白夜が見られるときの地球の位置をすべて含

ふく

む区間としてもっとも適当なものを、次のア〜エから選び、記号
で答えなさい。
ア Ａ→Ｂ→Ｃの区間 イ Ｂ→Ｃ→Ｄの区間
ウ Ｃ→Ｄ→Ａの区間 エ Ｄ→Ａ→Ｂの区間

　　図のように、太陽光発電について調べる実験を行ったと
ころ、太陽の光が光電池に垂直に当たる傾

かたむ

きにしたときに
流れる電流がもっとも大きくなった。夏至の日、日本の北
緯35° のある地点Ｐにおいて、太陽が南中するときに、太陽
の光に対して垂直になるように光電池を設置するには傾きを何度に
すればよいか。ただし、地球の地軸は公転面に対して垂直な方向か
ら23.4° 傾いているものとする。また、図は実験の装置を模式的に表
したものである。� （富山）

1

2

活用問題

Ｄ

Ａ

図１
地球の
公転の向き

太陽
赤道

南極

北極

地球の公転軌道

地球

地軸
Ｂ

Ｃ

の答え2

天頂太陽の
通り道

天球

地平線

c
d

O

b

a

図２

ア

　　　
は、地球が図１のDの位置にある日の、

 　は、その１か月後の、地点Oにおける太陽の通り道を示す。

地平線

天頂
天
球
ca

b

d

イ 天頂

ca
b

d

ウ 天頂

ca
b

d

エ 天頂

ca
b

d

（ ）

OO O O

の答え1

⑴

⑵

⑶

太陽の光

水平面
傾き

光電池
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３章　地球と宇宙

地学 150

計算・作図の演習 ●③　地球と宇宙

1111 計算太陽の１日の動き　太陽の１日の動きについて、次の問いに答えなさい。
⑴ 太陽の動きを９時から15時まで１時間ご
とに透

とう

明
めい

半球に記録し、結果をテープにう
つしとると図１のようになった。
① 太陽は透明半球上を１時間に何cm移動
したか。� （ ）

② 太陽が南中した時刻は何時何分か。 （ ）
③ 観察した日の昼の長さは何時間何分か。 （ ）
⑵ 太陽の動きを午前９時から午後４時まで
１時間ごとに透明半球に記録し、結果をテ
ープにうつしとると図２のようになった。
① 太陽が南中した時刻は何時何分か。

（ ）
② 観測した日の日の出の時刻は何時何分か。 （ ）
③ 図２のＸの長さは何cmか。 （ ）

2222 計算星の動き　星の動きについて、次の問いに答えなさい。
⑴ ある日の午後10時に南の空を観察すると、図１のＢ
の位置にさそり座が見えた。
① この夜、さそり座がＣの位置に見えるのは何時か。

（ ） 
② ２か月後、Ｂの位置にさそり座が見えるのは何時
か。� （ ）
③ １か月後、Ａの位置にさそり座が見えるのは何時か。 （ ）
⑵ ある日の午後８時に北の空を観察すると、図２のＢ
の位置に北斗七星が見えた。
① この夜、北斗七星がＡの位置に見えるのは何時か。

（ ）
② ２か月後の午後10時に北の空を観察すると、北斗
七星はＢの位置からＸの方向へ何度移動して見える
か。� （ ）
③ 別の日の午後６時に北の空を観察したとき、北斗七星がＣの位置に見えるのは何か月
後か。� （ ）
④ ２週間後の午後９時に北の空を観察すると、北斗七星はＢの位置からＸの方向へ何度
移動して見えるか。ただし、１か月を30日とする。� （ ）

図１

日の出 9時 10時 11時 12時

南中

13時

0 5 10 15 20 25 cm

図２

日の出 日の入り
午後 6時
40分

午前
9 時

午後
4 時

南中

9.5cm 3cm 0.6cm X2.4cm

図１

A

30°45°

B

C

図２

A
45°

120°

B
X

C

E25R_Q_110-169.indd   150E25R_Q_110-169.indd   150 2025/09/03   16:182025/09/03   16:18



地学 151

計算・作図の演習③

3333 計算季節と南中高度　季節と南中高度について、次の問いに答えなさい。
⑴ 図１は、日本の夏

げ

至
し

の日における地球と太陽の位置関係を模
式的に表したものである。
① Ａ地点（北

ほく

緯
い

35°）での太陽の南中高度は何度か。
（ ）

② Ｂ地点（南緯22°）での太陽の南中高度は何度か。
（ ）

⑵ 図２は、日本の冬至の日における地球と太陽の位置関係を模
式的に表したものである。
① Ａ地点（北緯56°）での太陽の南中高度は何度か。

（ ）
② Ｂ地点（南緯47°）での太陽の南中高度は何度か。

（ ）

4444 作図月の形　図は、月、地球、太陽の位置関係を模
式的に表したものである。図のＡ〜Ｃの位置に月があ
るときの見え方を、それぞれかきなさい。

5555 作図金星の形　図は、金星、地球、太陽の位置関係
を模式的に表したものである。図のＡ〜Ｃの位置に金
星があるときの見え方を、それぞれかきなさい。

6666 計算公転周期　表は、地球と金星の公転周期をまとめたも
のである。次の問いに答えなさい。ただし、惑

わく

星
せい

はすべて同
じ平面上を公転しているものとする。
⑴ 金星が１か月に公転する角度は何度か。小数第１位を四捨五入して、整数で答えなさい。

（ ）
⑵ あるとき、地球−金星−太陽と一直線上に並んだ。このときから再びこれらの天体がこ
の順番で一直線上に並ぶのは何か月後か。⑴の値をもとに求めなさい。�（ ）

図１

北極
地軸

23.4°

太
陽
の
光

B

A

公転面

35°
22°

赤道

ち じく

図２

北極
地軸

23.4°

太
陽
の
光
B

A

公転面

56°
47°

赤道

56°
47°

太
陽
の
光

地球

A

月

B

C
公転
の向き

金星
太陽

地球

公転の
向き

C

A
B

惑星 公転周期〔年〕
地球 1.00
金星 0.62

A B C

A B C
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思 考 と 表 現

地学 152

３章　地球と宇宙

　　知識・資料の利用　図は、神戸市において、ある１日の
太陽の動きを透

とう

明
めい

半球に記録したものである。次の問いに
答えなさい。� （兵庫）

⑴ 観測地は東経135.25°であり、太陽の南中時刻を求める
と12時13分であった。この日、東経135°の子午線上では、
太陽は何時何分に南中したか。

（ ）
⑵ 太陽が図のａの位置にあるとき、昼夜の地域を示した
世界地図はどれか。次のア～エから選び、記号で答えな
さい。� （　　　　）

　　知識の利用　図１は、２月
13日午後８時、函

はこ

館
だて

市で真南
に観察されたベテルギウスの
位置を示したものである。ま
た、同じ日時に糸

いと

満
まん

市で真南
を向いてベテルギウスを観察した。図２は、函館市と糸満市の位置を示したものである。次
の問いに答えなさい。ただし、ベテルギウスはオリオン座の星であり、天の赤道（地球の赤
道面を天球にのばしたもの）上にあるものとする。� （長野・改）

⑴ この日、函館市で観察されたベテルギウスの南中高度はおよそ何度か。次のア～オから
選び、記号で答えなさい。� （　　　　）
ア 39° イ 42° ウ 48° エ 52° オ 64°

⑵ 午後８時に糸満市で真南にベテルギウスが観察できるのは何月何日ごろか。次のア～エ

から選び、記号で答えなさい。また、その理由を、函館市と糸満市で同時刻における星が
観察できる位置のちがい、星の年周運動にふれて説明しなさい。� 記号（　　　　）

ア １月31日ごろ イ ２月６日ごろ ウ ２月20日ごろ エ ２月26日ごろ

1

西a
北

東
南

⑵� 図から、この日の季節を判
断しよう。また、選択肢では
地球の自転による日の出の時
刻のちがい、１ 日中昼または
夜になる地域に注目しよう。

Support

ア イ ウ エ

昼
夜

2 図１

南

午後8時

南東 南西

函館市
（東経141°，北緯42°）

糸満市
（東経128°，北緯26°）

ほく い

図２

（ ）理由

⑴ ベテルギウスが天の赤道上にあることに注目し、この星の日周運動のようすを天球に作図してみよう。
⑵ 緯度・経度のどちらが関係し、その差が年周運動の何日分にあたるか考えてみよう。

Support

映像
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思考と表現

地学 153

　　知識の利用　夏
げ

至
し

の日に、鳥取県のある場所と沖
おき

縄
なわ

県のある場所で、同じ長さの棒を水平
な地面に垂直に立て、正午と午後４時にできるかげの長さをそれぞれ測定した。このとき、
かげの長さがいちばん長い測定場所と時刻として、もっとも適切なものを、次のア～エから
選び、記号で答えなさい。� （鳥取）

ア 鳥取県のある場所で正午に測定したとき （　　　　）
イ 沖縄県のある場所で正午に測定したとき
ウ 鳥取県のある場所で午後４時に測定したとき
エ 沖縄県のある場所で午後４時に測定したとき

　　文章読解・知識の利用　４月25日から５月
７日までの間に、同じ場所で午後７時に月の
観測を行い、月の形と位置の変化を調べて、
図１のようにスケッチした。４月26日、５月
２日、５月３日、５月５日、５月６日につい
ては、天気がくもりや雨であったため、月を
観測することができなかった。図２は、地球、
月の位置、太陽の光を模式的に表したもので、
ア～クは、それぞれ月の位置を示している。
図１の５月４日の月が観測されたときの、図
２における月の位置として、もっとも適切な
ものをア～クから選び、記号で答えなさい。

（徳島）（　　　　）

　　知識の利用　表は３つの恒
こう

星
せい

の
半径、表面温度、光の量、等級を
まとめたものである。次の問いに
答えなさい。� （佐賀）

⑴ 数億から数千億個以上の恒星
の集団のうち、表の恒星を含む集団を何というか。� （ ）
⑵ 表からわかるように、ベガとリゲルは、半径と表面温度、光の量はそれぞれ異なるが、
等級はほぼ等しい。この理由を説明した次の文の（　　　）にあてはまる内容を簡単に答え
なさい。� （ ）
リゲルはベガに比べると（ ）から。

3

　測定場所の緯度が高いほど、同じ
日の太陽の南中高度は低くなる。

Support

高度
図１

5/7（満月）

西南西南南東東

5/4
45°

90°

0°

5/1 4/30
4/28
4/27

4/25

4/29

4

地球が自転
する向き

地球
太
陽
の
光

図２
月が公転
する軌道

き どう

ア

オ

クイ

キウ

カエ

　図２のアは上弦の月、ウは満月、オは下弦の月、キは新月の位置である。
Support

恒星 半径
（太陽を１とする）

表面温度
〔℃〕

光の量
（太陽を１とする）等級

太陽 1 6000 1 -26.8

ベガ 2.6 9200 50 0.0

リゲル 70 12000 55000 0.1

5

⑵ もっとも表面温度が低く光の量が小さい太陽の等級の値が、もっとも小さいことに注目しよう。
Support
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地学 156

３章　地球と宇宙

1 日本のある場所で、カメラを
空に向けて固定し、３時間シャ
ッターを開けたままにして写真
を撮

さつ

影
えい

した。図のＡ、Ｂはその
結果である。次の問いに答えな
さい。
⑴ 図のＡ、Ｂは、それぞれ東、西、南、北のどの方位の空を撮影したものか。
⑵ 次の文は、図のような写真を撮影できる理由について述べたものである。（　　）の①、
②のア、イから適切なものを選び、記号で答えなさい。
図のように、時間がたつと星が動いて見えるのは、地球が①（ア　東から西 イ 西

から東）へ②（ア　公転　　イ 自転）しているからである。
⑶ 図のＸの角度は何度か。

2 図１のように、水平に置いた板の上に東、
西、南、北を示す線を引き、その交点に棒
を垂直に立てた。午前９時から午後５時ま
で、１時間おきに棒のかげの先

せん

端
たん

の位置を
記録したあと、それらを線で結んだ。図２
は、観察の結果を示したものである。次の問いに答えなさい。
⑴ 図２のＸの方位は、東、西、南、北のどれか。
⑵ 次のア〜エのうち、かげがもっとも長い時刻を選び、記号
で答えなさい。
ア 午前９時 イ 正午 ウ 午後１時 エ 午後５時
⑶ 図３は、図２を記録した日と
は別の日の太陽の１日の動きを
透明半球に記録したものである。
この日に図１と同様の観察を行
ったときの結果として、適切な
ものはどれか。右のア～エから
選び、記号で答えなさい。

BA

X

まとめのテスト　標準

X
棒棒

図１ 図２

図３

イ

X

ア

X

エ

X

ウ

X

⑴ Ａ Ｂ
（５点×５）

⑵ ① ② ⑶

（８点×３）
⑴ ⑵ ⑶
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まとめのテスト　標準

3 図は、地球、月、太陽の位置関係を模式的に表したもので
ある。次の問いに答えなさい。
⑴ 日食が起こることがあるのは、月が図のＡ～Ｄのどの位
置にあるときか。記号で答えなさい。また、その位置にあ
るときの月を何というか。

⑵ 図のＡの位置にある月がＣの位置にくるのに、およそ何
週間かかるか。次のア～エから選び、記号で答えなさい。
ア １週間 イ ２週間 ウ ４週間 エ ８週間
⑶ 地球、月、太陽はすべて太陽系に属する天体である。
① 月のように惑星のまわりを回っている天体を何というか。
② 地球と同じく、おもに岩石や鉄でできている惑星を３つ答えなさい。

D

C

B

A
北極

地球 月

太
陽
の
光

（６点×５）
⑴ 記号 名称 ⑵

⑶ ① ②

⑴ （７点×３）

⑵ ⑶

4 太陽について調べるため、次の観察を行った。あとの問いに答えなさい。
〔観察〕　①　図１のように、天体望遠鏡に太陽投

とう

影
えい

板
ばん

と日よけ板（しゃ光板）をとりつけ、太
陽投影板に記録用紙を固定した。次に、記録用紙にかいた直径10cmの円に太陽の像の
大きさを合わせ、黒点の位置と形を記録した。

② ①の観察を、同じ場所で同じ時刻に４日間続けて行った結果、図２のようになった。
また、４日目の黒点Ｘの記録を調べると、ほぼ円形であった。

⑴ 太陽の像に見られる黒点が黒く見えるのはなぜか。簡単に答えなさい。
⑵ 図２のように、日がたつにつれて黒点の位置が移動していくのはなぜか。簡単に答えな
さい。ただし、地球の公転による影

えい

響
きょう

はないものとする。
⑶ 図２のように、周辺部でだ円形に見えた黒点は、中央部にくると円形に見える。このこ
とから、太陽はどのような形をしていることがわかるか。

記録用紙
太陽投影板

　日よけ板
（しゃ光板） １日目

北

西 東

南

２日目

北

西 東

南

３日目

北

西 東

南

４日目

北

西 東

X

南

図１ 図２

 記述問題P.172
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まとめのテスト　応用
　　日本の地点Ａで、秋分の日の９時から16時まで、太陽の
位置を１時間ごとに透

とう

明
めい

半球上に・印で記録した。図は、
これらの点を滑

なめ

らかな曲線で結び、さらに曲線の両
りょう

端
たん

を透
明半球のふちまでのばしたものである。また、図中の点Ｐ、
点Ｑは、それぞれ10時、13時の記録であり、点Ｘは点Ｏか
ら見て真南に位置する曲線上の点である。次の問いに答えなさい。
⑴ 図の透明半球にかいた曲線は、太陽の日周運動を表している。この運動が起こる理由を、
簡単に答えなさい。
⑵ 図中の点Ｐと点Ｑとの間の弧

こ

の長さは8.0cm、点Ｐと点Ｘとの間の弧の長さは5.2cmで
あった。この日の太陽の南中時刻は何時何分か。

⑶ 地点Ａよりも高
こう

緯
い

度
ど

の北半球の地点で、秋分の日に同様の方法で太陽の道筋を記録する
と、その道筋は図の点Ｙ、点Ｚのいずれかを通った。この地点での太陽の道筋を図にかき
なさい。� （５点×３）

　　図は、日本において春分、夏
げ

至
し

、秋分、冬至の日
の真夜中に南中する４つの星座と、そのときの地球
の位置関係を表している。次の問いに答えなさい。
⑴ 地球の公転の向きは、図の㋐、㋑のどちらか。
記号で答えなさい。

⑵ 夏至の日、地球は図のＡ〜Ｄのどの位置にある
か。記号で答えなさい。

⑶ 地球が図のＣの位置にあるとき、日本において真夜中に南中するのはどの星座か。図か
ら選び、星座名で答えなさい。

⑷ 次の文の①、②にあてはまるものを、図のＡ〜Ｄからそれぞれ選び、記号で答えなさい。
日本のある地点において日

にち

没
ぼつ

のとき、おとめ座の中の星Ｘが真東の地平線上に見えた。
このときの地球の位置は（　①　）である。同じ地点において日の出のとき、おとめ座の中
の星Ｘが南中した。このときの地球の位置は（　②　）である。
⑸ 天

あま

の川は銀河系の星の集まりで、日本では冬より夏のほうが太く明るく見える。このこ
とから、銀河系の中心はどの星座の方向に近いと考えられるか。図の星座名で答えなさい。

（５点×６）

1 Q
Z

Y

P

X

⑴ ⑵ ⑶ 図にかく。

2 地球
太陽

北極

おとめ座

うお座

B

D
A C

X

㋐ ㋑

い
て
座

ふ
た
ご
座

⑴ ⑵ ⑶

⑷ ① ② ⑸

３章　地球と宇宙
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まとめのテスト　応用

　　月や太陽について、次の問いに答えなさい。
⑴ 「菜の花や　月は東に　日は西に」という俳句がある。この句をよんだときの時間帯と月
の形は何か。次のア〜カから２つ選び、記号で答えなさい。
ア 明け方 イ 夕方 ウ 真夜中 エ 満月 オ 三日月 カ 上

じょう

弦
げん

の月
⑵ 太陽の直径は、月の直径の約400倍であるが、地球から見ると、太陽と月はほぼ同じ大
きさに見える。このように見える理由を、簡単に答えなさい。
⑶ 日食が見られるのは、太陽、地球、月がどのように並んだときか。太陽を◎、地球を●、
月を○とし、その並び方を図に表しなさい。� （５点×３）

　　日本のある地点で、金星、火星、ふたご座の観察を行い、図１のようにスケッチした。図
１から、ふたご座は１か月で西へ約30°動いたが、金星と火星は、ふたご座とはちがった動
きをしたことがわかった。また、図２は、金星と地球の軌

き

道
どう

、黄
こう

道
どう

付近にある12の星座の位
置を、太陽を中心にして模式的に表したものである。あとの問いに答えなさい。

⑴ 金星や火星のような動きをする天体を何というか。
⑵ 図１の８月５日における地球と金星は、図２のどの位置にあるか。
㋐〜㋓、Ａ〜Ｄからそれぞれ選び、記号で答えなさい。
⑶ 図１の８月５日の観察のとき、天体望遠鏡を使って金星を観察したと
すると、金星はどのように見えるか。そのときの金星の形を、肉眼で見
たときと同じ向きになるように、図３の点線をなぞってかきなさい。
⑷ ある期間、天体望遠鏡で金星を継続して観察すると、金星の見かけの大きさが変わるこ
とがわかった。金星の見かけの大きさが変わるのはなぜか。簡単に答えなさい。
⑸ 地球の公転面とほぼ同じ平面上を公転している金星は、ふつう真夜中には観察できない。
この理由を、「公転軌道」ということばを用いて、簡単に答えなさい。

（８点×５）

3

⑴ ⑵ ⑶

4

図１ 図２
８月５日 午前５時の星の位置

火星

火星

金星
金星

北東 南東東 北東 南東東

ふたご座

ふたご座

９月４日 午前５時の星の位置
かに座 ふたご座

しし座 おうし座地球

金星
A D

B C

㋑

㋒

太陽

黄道
いて座 やぎ座

おとめ座 おひつじ座

てんびん座 うお座

さそり座 みずがめ座

㋐

㋓

自転
の向き

図３

⑴ ⑵ 地球 金星 ⑶ 図３にかく。

⑷

⑸
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３章　地球と宇宙

地学 160

 Ａ 地球の大きさの測定
　紀元前230年ごろ、ギリシャ人の学者エラトステネスは、地球が球
形であると仮定し、次のような方法で、初めて地球の周囲の長さを求
めた。
①夏至の日の正午、エジプトの都市シエネ（現在のアスワン）では、深
い井戸の底まで太陽の光が届いた（つまり太陽の南中高度が90°�）。
また、この日の正午、シエネのほぼ真北の都市アレクサンドリアで
地面に垂直に立てた棒のかげの長さから、太陽
の南中高度が82.8°�であることがわかった。

②地球が球形であると考えると、図のようにシエ
ネとアレクサンドリアの２地点の太陽の南中高
度の差（90°�−82.8°�＝7.2°�）は、２地点間の緯度
の差（中心角）と等しいと考えられる。

③シエネとアレクサンドリアの距離は約900kmはな
れているので、円の孤の長さと中心角の関係か
ら、地球の周囲の長さを約４万5000kmと求めた。
※地球の周囲の長さは、弧の長さが中心角に比例することを利用して求める。A-1で計算しよう。

⑴ 宇宙の誕生　宇宙は約138億年前に誕生し、その直後は宇宙の物質が１点に集まった高密
度・高温の状態であったが、しだいに膨張・冷却することで現在の宇宙になったと考えられ
ている。このような宇宙の進化のモデルをビックバンモデルという。

⑵ 宇宙の晴れ上がり　宇宙の誕生から約38万年後には温度が下がり、水素原子核やヘリウム
原子核が電子と結合して水素原子やヘリウム原子となった。電子が減ると、光が直進できる
ようになり、宇宙は晴れたように見渡せるようになった。これを宇宙の晴れ上がりという。
⑶ 太陽系の誕生　約46億年前、多くの星間物質（水
素・ヘリウム・固体微粒子など）が中心部に集まっ
て原始太陽となり、残りが原始太陽のまわりを回る
円盤を形成した。この段階を原始太陽系円盤という。
その後、直径約10kmの微惑星が多数形成され、衝
突・合体をくり返すことで、しだいに成長して原始
惑星となった。

⑷ 惑星の誕生　太陽に近い領域では鉄と岩石を主成
分とする地球型惑星ができ、遠い領域では多量のガ
スを含んだ木星型惑星ができた。

高校へのアクセス⑦

北
極

南中高度
82.8°

太
陽
の
光

赤道

地球の中心

アレク
サンドリア

シエネ

中心角
7.2°

約900km

7.2°

中心角＝90°－太陽の南中高度

平行線の同位角

30°

30°

約900km

アレクサンドリア

シエネ
25°

35°

ナイル川

 Ｂ 宇宙の誕生と進化

原始太陽

地球型惑星

木星型惑星

原始太陽系円盤

岩石主体の
固体微粒子

氷主体の
固体微粒子

原始惑星

氷主体 岩石主体
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高校へのアクセス⑦

A-1 エラトステネスは、地球を球形であると仮定し、
経度が近い２地点間の緯度の差と距離（弧）の長さから、
地球の周囲の長さを推定した。図は、この関係を示し
たものである。次の問いに答えなさい。

□⑴　夏至の日、太陽の南中高度は、シエネでは90° 、
アレクサンドリアでは82.8° であった。このことか
ら、シエネとアレクサンドリア間の緯度の差（中心
角 q）は何度と考えらえるか。� （ ）

□⑵　シエネとアレクサンドリア間の距離を925kmとすると、地球の周囲の長さは何kmと推
定されるか。� （ ）

B-1 次のＡ～Ｅは、宇宙の進化の過程で起こったできごとである。あとの問いに答えなさい。
ただし、Ａ～Ｅは宇宙の進化の順には並んでいない。
Ａ　微惑星が衝突・合体をくり返すことで、しだいに成長して原始惑星となった。
Ｂ　宇宙の物質が１点に集まった高密度・高温の状態から膨張・冷却が始まった。
Ｃ　宇宙の温度が下がり、光が直進できるようになると、ａ宇宙は晴れたように見渡せるよ
うになった。

Ｄ　太陽に近い領域では鉄と岩石を主成分とする惑星ができ、ｂ遠い領域では多量のガスを
含んだ惑星ができた。

Ｅ　多くの星間物質が中心部に集まって原始太陽となり、残りがｃ原始太陽のまわりを回る
円盤を形成した。

□⑴　Ａ～Ｅを宇宙の進化の順に並べなさい。�（　　　→ → → → ）
□⑵　Ｂのように、宇宙の物質が１点に集まった高密度・高温の状態から膨張・冷却が起こり、
現在の宇宙になったという考え方を何モデルというか。�（　　　　　　　　　　　　　）

□⑶　Ｃで光が直進できるようになったのは、宇宙空間でどのようなことが起こったからか。
次のア～エからすべて選びなさい。� （　　　　　　　）
ア 水素原子核が電子と結合して水素原子となった。
イ 水素原子が電子を放出して水素原子核となった。
ウ 自由に運動する電子が増加した。 エ 自由に運動する電子が減少した。

□⑷　Ｃの下線部ａのように、宇宙が晴れたように見渡せるようになったことを何というか。
（ ）

□⑸　Ｄの下線部ｂのような特徴をもつ惑星のグループを何というか。また、このグループに
属する太陽系の惑星を４つ答えなさい。� 名称（ ）

惑星（ ）
□⑹　Ｅの下線部ｃのような段階の円盤を何というか。 （ ）

トレーニング問題
北
極

南中高度

太
陽
の
光

赤道

地球の中心

アレクサンドリア

シエネ

p

q

映像
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記
　述

記
　述

地学 170

１章　大地の変化

□⑴　傾
けい

斜
しゃ

がゆるやかな火山はどのような噴
ふん

火
か

をするか。理由も含
ふく

め、「マグマのねばりけ」と
いうことばを使って答えなさい。

□⑵　火成岩とはどのような岩石か。

□⑶　安山岩と花こう岩を比べると、含まれている粒
つぶ

の大きさがちがっている。粒の大きさに
ちがいができるのはなぜか。

□⑷　火山岩とはどのような岩石か。マグマの冷える場所とつくりについて答えなさい。

□⑸　無色鉱物を多く含む火山灰を噴出する火山のマグマのねばりけと火山の形の特
とく

徴
ちょう

は何か。

□⑹　緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速報は、地震の波のどのような性質を利用したものか。「Ｐ波」「Ｓ波」という
ことばを使って答えなさい。

□⑺　震度とマグニチュードは、それぞれ地震の何を表すか。

□⑻　液状化現象とはどのようになることか。「砂粒」「水」ということばを使って答えなさい。

□⑼　日本付近のプレートの境界で発生する地震のしくみを「大陸プレート」「海洋プレート」
ということばを使って答えなさい。

□⑽　堆
たい

積
せき

岩に含まれているれきや砂の粒が丸みを帯びているのはなぜか。

記述問題
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1 鉱物と岩石　高校生のＳさんは、共通点・相違点の視点から岩石の特徴を比較する課題に
とり組んだ。次の図１は、チャートと石灰岩を比較したものである。円が重なっている部分
に共通点が、重なっていない部分に相違点が示されている。図２は、図１と同様の表し方で、
花こう岩と流紋岩を比較したものである。図２に示された特徴ａ～ｃにあてはまる語句の組
合せとしてもっとも適当なものを、あとの 1～ 4のうちから一つ選べ。

2 地震　緊急地震速報は、震源の近くの観測点で観測されたＰ波の情報をもとに、振幅の大
きなＳ波が到着する前に警告を出すことを目的としている。紀伊半島沖の浅部で大地震が発
生し、緊急地震速報が地震発生の15秒後に出されたとする。震源から200kmはなれた大阪市
では、緊急地震速報を受信してから何秒後にＳ波が到着するか。もっとも適当な数値を、次
の 1～ 4のうちから一つ選べ。ただし、Ｓ波の速度は４km/秒、緊急地震速報が出されてか
ら受信するまでの時間は無視できるものとする。

1　15秒後　　　 2　35秒後　　　 3　50秒後　　　 4　65秒後

特徴ａ 特徴ｂ 特徴ｃ

1 等粒状組織を示す 石英を含む 斑状組織を示す

2 等粒状組織を示す カンラン石を含む 斑状組織を示す

3 斑状組織を示す 石英を含む 等粒状組織を示す

4 斑状組織を示す カンラン石を含む 等粒状組織を示す

共通テストにチャレンジ

2

巻
　末

チャート

SiO2を
主成分とする

CaCO3を
主成分とする

化石を含む
ことがある

石灰岩

図１　チャートと石灰岩の共通点・相違点 図２　花こう岩と流紋岩の共通点・相違点

花こう岩

特徴a 特徴c特徴b

流紋岩

（12 点×２）
1 1 2 3 41 2 3 4
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